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際
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族
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報
告
（
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）
》

中
国
法
に
お
け
る
学
校
不
法
行
為
事
件 

に
関
す
る
若
干
の
考
察

徐
　
　
瑞
静

一
　
は
じ
め
に

　

い
に
し
え
よ
り
、
国
民
に
対
す
る
教
育
の
普
及
お
よ
び
強
化
は
国
家

を
繁
栄
の
道
へ
導
く
方
法
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、『
管
子
・
权
修
』

は
「
一
年
之
计
、
莫
如
树
谷
。
十
年
之
计
、
莫
如
树
木
。
终
身
之
计
、

莫
如
树
人
。」
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
現
代
口
語
体
に
改
め

て
み
る
と
、「
一
年
の
計
画
は
、
種
を
撒
く
こ
と
で
あ
る
。
十
年
の
計

画
は
、
樹
木
を
植
え
る
こ
と
で
あ
る
。
人
生
の
計
画
は
、
人
材
の
育
成

で
あ
る
。」
と
い
う
意
味
を
書
き
表
わ
し
て
い
る
。
中
国
の
春
秋
時
期

の
政
治
家
管
仲
は
、
斉
の
桓
公
の
施
政
を
支
え
、
彼
が
斉
の
丞
相
を

賄
っ
て
い
た
四
〇
年
以
上
の
間
に
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
施
政
政
策
を
改
革
し
た
結
果
、
斉
国
の
勢
力
が

飛
躍
的
に
増
し
、
春
秋
五
覇
ま
で
の
名
声
を
成
し
遂
げ
た
。
す
な
わ

ち
、
種
を
撒
い
て
一
年
後
に
そ
の
稲
穂
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
、
樹

木
を
植
え
た
十
年
後
に
林
と
な
り
、
人
材
を
育
む
の
は
、
専
ら
百
年
後

に
そ
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
い
う
名
言
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
記
述
は
、
現
代
人
に
対
し
て
も
、
人
材
育
成
の
大
切
さ
を
示

唆
し
て
い
る
。

　

現
代
中
国
の
経
済
発
展
が
飛
躍
的
に
成
長
し
、
世
界
中
に
お
い
て
存

在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
未
成
年
者
に
対
す
る
教
育
事
業
に
お
い

て
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
義
務
教
育
の
普
及
、
高

等
教
育
の
推
進
お
よ
び
海
外
留
学
へ
の
提
唱
な
ど
が
そ
れ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
一
人
っ
子
政
策
を
掲
げ
る
中
国
社
会
は
、
未
成

年
者
の
成
長
、
教
育
問
題
が
そ
の
家
族
ま
た
は
親
族
の
人
生
ま
で
に
も

波
及
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近

年
、
学
校
事
故
を
め
ぐ
る
事
件
、
具
体
的
に
は
、
教
学
設
備
の
欠
缺
、

定
食
衛
生
管
理
の
不
備
、
教
師
に
よ
る
安
全
配
慮
の
倦
怠
、
体
罰
問

題
、
在
学
中
の
傷
害
事
件
に
よ
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
事
件
の
多
発
に

つ
れ
て
、
学
校
を
始
め
と
す
る
教
育
機
関
の
機
能
お
よ
び
そ
の
役
割
が

再
び
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
日

中
間
に
お
け
る
立
法
体
系
の
差
異
を
踏
ま
え
た
う
え
、
中
国
に
お
け
る

未
成
年
者
を
教
育
す
る
学
校
と
法
定
代
理
人
と
の
間
の
責
任
関
係
に
つ

い
て
論
究
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
学
校
の
責
任
形
態
に
つ
い
て

　

学
校
事
故
の
多
発
の
防
止
を
図
る
た
め
、
諸
国
に
お
け
る
学
校
の
責

任
形
態
に
関
し
て
は
、
大
ま
か
に
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

つ
は
、
法
定
監
督
者
の
責
任
を
採
用
す
る
方
式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

学
校
や
教
師
は
法
定
監
督
者
と
定
義
さ
れ
、
被
監
護
者
と
な
る
生
徒
の

行
為
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
い
う
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
（
曹
詩

権
『
未
成
年
人
監
督
制
度
研
究
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

三
三
二
頁
）。
も
う
一
つ
は
、
代
理
監
督
者
の
責
任
を
採
用
す
る
方
式
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で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
定
の
監
督
者
は
、
法
律
や
契
約
に
基
づ
い
て

監
督
を
引
き
受
け
て
、
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
と
い
う
立
場
を
と
る

も
の
で
あ
る
（
円
谷
峻
『
不
法
行
為
法
・
事
務
管
理
・
不
当
利
得
―
判
例
に

よ
る
法
形
成
―
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
八
頁
）。

　

中
国
の
未
成
年
者
の
在
学
中
の
傷
害
事
件
の
処
理
を
め
ぐ
り
、
侵
权

责
任
法
の
立
法
段
階
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
法
定
監
督
者
と
す
る

か
、
そ
れ
と
も
、
代
理
監
督
者
と
す
る
か
が
議
論
と
な
っ
て
い
た
。
保

護
者
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
の
在
学
期
間
に
は
、
監
督
責
任
が
実
質
的

に
学
校
に
転
換
さ
れ
、
学
校
が
法
定
監
督
責
任
ま
た
は
代
理
監
督
責
任

を
採
る
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
る
の
に
対
し
て
、
学
校
に
と
っ
て
は
、
現

行
法
の
枠
組
み
の
下
に
お
け
る
法
定
監
督
責
任
は
法
定
責
任
で
あ
り
、

学
校
が
権
利
と
義
務
を
兼
ね
て
監
督
責
任
を
負
う
に
つ
い
て
は
、
法
的

な
根
拠
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
る
。
そ
し
て
、
民
事
義
務

と
し
て
の
監
督
義
務
を
移
転
す
る
場
合
、
学
校
の
同
意
を
得
る
必
要
が

あ
り
、
法
定
監
護
人
の
一
方
の
み
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
責
任
移
転
の

効
果
を
生
じ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
代
理
監
督
に
つ
き
、
学
校
と
法
定

代
理
人
と
の
間
に
監
督
責
任
を
移
転
す
る
約
定
を
締
約
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
と
り
わ
け
学
校
が
未
成
年
者
の
法
定
代
理
人
と
の
間
に
代
理
監

督
の
移
転
、
監
督
の
範
囲
、
権
限
な
ど
を
約
定
し
て
い
な
い
た
め
、
学

校
が
代
理
監
督
の
民
事
責
任
を
履
行
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
す

る
。
そ
し
て
、
目
下
、
中
国
法
体
系
の
中
に
学
校
責
任
を
明
示
し
て
い

る
「
教
育
法
」、「
教
師
法
」、「
未
成
年
者
保
護
法
」、「
民
法
通
則
意

見
」、「
人
身
損
害
賠
償
解
釈
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
学
校
の
教
育

管
理
責
任
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
学
校
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
学
校
事
故
の
場
合
、
学
校
は
、
民
法
上
の
監
護

責
任
で
は
な
く
、
上
述
の
法
律
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
負
う
べ
き
も

の
と
主
張
す
る
。

　

結
局
、
学
校
の
責
任
が
現
在
の
立
法
体
系
の
主
旨
に
落
ち
着
い
た
理

由
と
し
て
、
従
来
の
責
任
の
延
長
線
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
に
お
い
て
は
、
学
校
責
任
に
関
し
、
教
育
管
理

の
責
任
が
採
用
さ
れ
、
学
校
が
教
育
責
任
や
管
理
責
任
を
負
う
べ
き
行

為
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
不
法
行
為
と
は
い
え
ず
、
他
方
、
在
学
の
生
徒

に
対
し
、
学
校
が
教
育
責
任
や
管
理
責
任
を
負
う
べ
き
場
合
、
そ
の
故

意
ま
た
は
過
失
の
程
度
に
応
じ
て
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
通
学
の
時
間
に
起
き
た
被
害
事
件
や
生
徒
の
自
殺
や
自
傷
行
為
は

学
校
の
責
任
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
（
王
胜
明
主
编
『
中
华
人
民
共
和
国

侵
权
责
任
法
释
义
』（
法
律
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一
三
頁
）。
立
法
主
旨

の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
学
校
責
任
の
理
論
構
造
は
、
学
校
側
に
有
利
な

責
任
分
配
を
採
っ
て
い
る
。
中
国
の
学
校
の
大
半
が
公
立
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
学
校
が
公
益
性
質
を
有
す
る
こ
と
も
理
由
と
し
て
配
慮
さ
れ
て

と
い
え
よ
う
（
周
友
軍
『
侵
权
责
任
法
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

三
二
一
頁
）。

　

翻
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
学
校
の
責
任
に
つ
き
、
と
り
わ
け
未
成
年

者
の
い
じ
め
裁
判
に
お
い
て
は
、
国
公
立
の
学
校
に
お
け
る
事
件
で
あ

る
限
り
、
国
家
賠
償
法
を
適
用
す
る
と
い
う
裁
判
実
務
が
定
着
し
て
い

る
。
か
よ
う
な
問
題
に
つ
き
、
中
国
の
『
国
家
賠
償
法
』
第
二
条
は
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「
国
家
機
関
と
国
家
公
務
員
が
法
に
違
反
し
て
職
権
を
行
使
し
、
公

民
、
法
人
、
そ
の
他
の
組
織
の
合
法
的
権
益
を
侵
害
し
て
損
害
を
も
た

ら
し
た
場
合
、
被
害
者
は
本
法
に
基
づ
き
国
家
賠
償
を
得
る
権
利
が
あ

る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
『
国
家
賠
償
法
』
の

規
律
対
象
は
国
家
機
関
と
国
家
公
務
員
で
あ
る
。
中
国
の
学
校
は
公
益

性
を
有
す
る
国
立
で
あ
っ
て
も
、
学
校
は
国
家
機
関
と
見
做
さ
れ
ず
、

ま
た
、
教
師
は
国
家
公
務
員
の
身
分
を
有
し
な
い
。
従
っ
て
、
学
校
の

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
裁
判
に
お
い
て
は
、

『
国
家
賠
償
法
』
は
適
用
さ
れ
る
余
地
が
な
い
。
ま
た
、
公
立
学
校
が

教
育
責
任
と
管
理
責
任
を
果
た
さ
な
い
場
合
、
民
事
責
任
、
行
政
責

任
、
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
得
る
が
、
し
か
し
、『
侵
权
责
任
法
』
は
民

事
責
任
の
み
を
規
律
し
て
お
り
、
学
校
事
故
で
児
童
・
生
徒
が
死
傷
し

た
場
合
、
事
件
の
性
質
お
よ
び
事
実
関
係
に
当
て
は
ま
る
行
政
法
と
刑

事
法
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適
用
さ
れ
る
。

三
　
教
育
責
任
と
管
理
責
任
の
概
観

（
１
）
教
育
責
任
と
管
理
責
任
の
意
義

　

教
育
責
任
と
は
、
法
に
基
づ
き
児
童
の
身
体
上
の
安
全
の
保
護
お
よ

び
日
常
の
教
育
義
務
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
学
校
は
、
教
育
の
職
責

の
履
行
を
通
じ
、
児
童
に
身
体
傷
害
を
も
た
ら
す
危
険
を
防
ぐ
知
識
を

取
得
さ
せ
、
自
己
保
護
意
識
を
増
強
さ
せ
、
危
険
ま
た
は
危
険
性
が
生

じ
る
時
、
正
確
に
取
得
し
た
知
識
を
駆
使
し
て
避
難
や
危
険
を
妨
げ

る
。
管
理
責
任
と
は
、
学
校
が
十
歳
未
満
の
児
童
の
身
体
上
の
安
全
を

守
る
た
め
に
、
法
に
基
づ
き
安
全
保
障
及
び
保
護
義
務
を
尽
く
す
こ
と

で
あ
る
。
十
歳
未
満
の
児
童
は
特
殊
な
主
体
で
あ
り
、
自
己
の
保
護
意

識
に
欠
き
、
生
活
の
自
己
管
理
能
力
を
充
分
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
か
ら
、
特
殊
な
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
学
校
の
管

理
職
責
を
厳
格
に
求
め
る
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
（
奚
小
明
編
『「
中

華
人
民
共
和
国
侵
权
责
任
法
」
条
文
理
解
与
適
用
』（
人
民
法
院
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
二
七
七
頁
）。

（
２
）
固
有
法
概
念
と
の
抵
触
問
題

　
「
教
育
法
」
と
「
未
成
年
者
保
護
法
」
等
の
規
定
に
よ
り
、
学
界
お

よ
び
実
務
に
お
い
て
は
、
学
校
の
義
務
を
「
教
育
、
管
理
、
保
護
義

務
」
と
い
う
用
語
で
賄
い
、
最
高
人
民
法
院
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た

「
人
身
損
害
賠
償
解
釈
」
第
七
条
に
お
い
て
も
、「
教
育
、
管
理
、
保
護

義
務
」
の
語
彙
が
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
、「
侵
权
责
任
法
」

は
「
教
育
、
管
理
責
任
」
を
使
用
し
な
が
ら
、「
保
護
」
と
い
う
語
彙

を
省
い
て
い
る
。
か
つ
て
の
「
教
育
、
管
理
、
保
護
義
務
」
と
「
教

育
、
管
理
責
任
」
と
の
間
に
実
質
上
の
差
異
や
区
別
を
設
け
ず
、
い
ず

れ
も
学
校
の
教
育
関
係
を
書
き
表
わ
し
、
し
か
も
、「
管
理
」
の
意
味

自
体
に
は
「
保
護
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
表
現
上
の
相
違

は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
同
義
の
意
味
を
包

括
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
奚
小
明
編
『「
中
華
人
民
共
和
国
侵

权
责
任
法
」
条
文
理
解
与
適
用
』（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

二
七
七
頁
）。

四
　
学
校
事
件
の
挙
証
責
任
に
つ
い
て

　

か
つ
て
の
法
律
、
法
規
、
そ
し
て
、
司
法
解
釈
に
お
い
て
は
、
学
校
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の
故
意
ま
た
は
過
失
が
も
た
ら
し
た
不
法
行
為
の
確
定
を
め
ぐ
る
免
責

事
由
や
損
害
賠
償
の
範
囲
や
挙
証
責
任
の
分
配
な
ど
に
つ
き
、
詳
細
な

規
定
が
設
け
ら
れ
、
一
定
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
法

の
制
定
機
関
の
順
位
に
よ
っ
て
法
を
適
用
す
る
格
差
を
生
じ
、
実
務
裁

判
に
お
い
て
は
、
異
な
る
法
を
用
い
た
結
果
、
類
似
事
件
に
お
い
て
不

一
致
の
判
決
結
果
を
招
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
て
『
侵
权
责
任
法
』
は
学
校
事
件
に
お
け
る
挙
証
責
任
を
区
別

し
て
対
応
し
、
学
校
事
件
の
合
理
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

（
１
）
学
校
の
故
意
ま
た
は
過
失
と
す
る
未
成
年
者
の
不
法
行
為
事
件

の
場
合

　
「
侵
权
责
任
法
」
は
、
未
成
年
者
を
民
事
行
為
無
能
力
者
と
制
限
行

為
能
力
者
と
い
う
二
つ
の
類
型
に
分
け
て
い
る
。
年
齢
の
制
限
か
ら
見

れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
一
八
歳
以
上
の
公
民
が
成
年
者
で
あ
る
。

一
〇
歳
未
満
の
未
成
年
者
を
民
事
行
為
無
能
力
者
と
見
做
し
、
一
〇
歳

以
上
一
八
歳
未
満
の
未
成
年
者
を
制
限
行
為
能
力
者
と
見
做
し
て
お

り
、
未
成
年
者
は
、
そ
の
年
齢
と
智
能
に
相
応
し
い
民
事
活
動
し
か
行

え
な
い
。
ま
た
、
精
神
状
態
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
自
己
行
為
を
著
し

く
弁
識
で
き
な
い
者
を
民
事
行
為
無
能
力
者
と
見
做
し
、
そ
の
法
定
代

理
人
に
よ
っ
て
民
事
活
動
を
行
な
う
こ
と
と
な
る
。
自
己
行
為
を
十
分

弁
識
で
き
な
い
者
は
制
限
行
為
能
力
者
と
見
做
さ
れ
、
そ
の
智
能
程
度

に
適
す
る
行
為
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
意
思
判
断
能
力
を

超
え
た
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
法
定
代
理
人
は
そ
れ
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

従
っ
て
、
一
〇
歳
未
満
の
未
成
年
者
及
び
自
己
行
為
を
著
し
く
弁
識

で
き
な
い
者
は
、
民
事
行
為
無
能
力
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
が
幼
稚

園
、
小
学
校
、
及
び
特
殊
学
校
に
通
っ
て
い
る
際
に
、
学
校
に
よ
る
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
、
被
害
を
受
け
た
場
合
、
学
校
側
は
故
意
ま
た
は
過

失
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
但
し
、
学
校
が
教
育
管
理
義
務
を
怠
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
と
き
、
責
任
を
免
れ
る
事
由
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
行
為
無
能
力
者
は
、
事
故
が
学
校
で
起
き
た
こ

と
さ
え
証
明
す
れ
ば
、
学
校
が
責
任
を
担
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
教
育
管
理
責
任
の
違
反
の
挙
証
責
任
を
学
校
に
転
換
し
、
学

校
が
教
育
管
理
義
務
を
果
た
さ
ず
、
民
事
行
為
無
能
力
者
に
被
害
を
も

た
ら
し
た
場
合
に
は
、
民
事
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
民
事
行

為
無
能
力
者
は
、
そ
の
年
齢
と
識
別
の
程
度
に
お
い
て
、
学
校
事
件
に

お
け
る
挙
証
責
任
を
充
分
に
行
え
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
民
事
行
為
無
能
力
者
の
法
的
権
益
が
保
護
さ
れ

る
こ
と
が
目
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
一
〇
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
未
成
年
者
は
、
小
学

生
の
高
学
年
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と
一
部
の
大
学
生
、
そ
し
て
、
特

殊
学
校
に
通
う
自
己
行
為
を
十
分
弁
識
で
き
な
い
学
生
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
者
が
学
校
事
件
に
お
い
て
被
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
学
校
は
、

そ
の
教
育
管
理
責
任
を
怠
っ
て
い
た
時
に
限
っ
て
、
民
事
責
任
を
担
う

こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
挙
証
責
任
は
被
害
を
被
っ
た

制
限
行
為
能
力
者
側
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
者
に
よ
っ
て
立
証
責
任
は
果
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た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
の
起
因
が
そ
の
他
の
生
徒
な
ど
に

よ
る
場
合
、
加
害
行
為
を
行
な
っ
た
生
徒
の
法
定
監
護
人
が
民
事
責
任

を
負
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際
、
学
校
は
そ
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
相

当
す
る
賠
償
責
任
の
み
を
負
う
に
過
ぎ
な
い
。
す
わ
な
ち
、
学
校
は
、

事
件
に
つ
き
、
教
育
管
理
責
任
を
果
た
し
た
な
ら
ば
、
責
任
を
問
わ
れ

ず
、
加
害
行
為
の
制
限
行
為
能
力
者
の
法
定
監
護
人
に
よ
っ
て
民
事
責

任
が
担
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
制
限
行
為
能
力
者
が
被
害
を

被
っ
た
事
件
に
お
い
て
は
、
民
事
行
為
無
能
力
者
に
つ
き
、
学
校
の
挙

証
責
任
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
学
校
が
故
意
ま
た
は
過
失
を
有
し

た
場
合
に
の
み
民
事
責
任
を
負
い
、
か
つ
、
損
害
賠
償
の
範
囲
も
、
学

校
の
故
意
ま
た
は
過
失
の
程
度
に
相
当
す
る
金
額
分
を
負
う
と
い
う
こ

と
と
な
る
。

（
２
）
第
三
者
に
よ
る
未
成
年
者
に
対
す
る
不
法
行
為
事
件
の
場
合

　

民
事
行
為
無
能
力
者
と
制
限
行
為
能
力
者
が
、
学
校
に
通
う
際
に
、

学
校
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
場
合
、
ま
ず
、
加
害
者

た
る
第
三
者
が
責
任
を
負
い
、
学
校
は
教
育
管
理
責
任
を
怠
っ
て
い
た

と
き
に
限
っ
て
、
そ
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
適
す
る
補
充
的
な
責
任
を

負
う
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
第
三
者
の
加
害
者
が

民
事
責
任
を
負
い
、
第
三
者
が
弁
償
能
力
を
有
し
な
い
か
、
ま
た
は
、

十
分
な
弁
償
能
力
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
が
教
育
管
理

責
任
を
果
た
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
学
校
は
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
条
件
の
下
に
お
い
て
、
学
校
が
教
育
管
理
責
任
を
怠
っ

て
い
れ
ば
、
学
校
は
そ
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
相
当
す
る
補
充
的
な
弁

償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
不
法

行
為
事
件
に
お
い
て
、
被
害
を
受
け
た
学
校
に
通
う
未
成
年
者
、
す
な

わ
ち
一
八
歳
未
満
の
す
べ
て
の
民
事
行
為
無
能
力
者
と
制
限
行
為
能
力

者
の
い
ず
れ
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
件
の
場
合
に
つ
き
、
学

校
の
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
学
校
が
教
育
管

理
責
任
を
果
た
し
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
賠
償
責
任
を
免
れ
る
こ
と

と
な
る
。

五
　
学
校
と
法
定
監
護
人
と
の
責
任
関
係

　

民
事
行
為
無
能
力
者
、
制
限
行
為
能
力
者
が
、
学
校
に
通
っ
て
い
る

最
中
に
、
他
の
未
成
年
者
に
被
害
を
与
え
た
場
合
、
上
述
し
た
通
り
、

学
校
が
教
育
管
理
義
務
の
証
明
責
任
を
貫
き
、
学
校
が
教
育
管
理
義
務

を
果
た
し
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
加
害
行
為
を
行
な
っ
た
未
成
年
者

の
法
定
監
護
人
の
民
事
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
し
か

し
、
学
校
が
教
育
管
理
責
任
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
す
な
わ

ち
、
学
校
と
加
害
行
為
を
行
な
っ
た
未
成
年
者
の
法
定
監
護
人
と
の
双

方
の
責
任
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
い
か
な
る
形
で
民
事
責
任
を
分
配
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、「
侵
权
责
任
法
」
に
は
明

文
規
定
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
不
法
行
為
法
の
理
念
か
ら
見
れ
ば
、

法
定
監
護
人
は
、
監
護
関
係
に
基
づ
き
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
結
果
に
対
す
る
補
償
に
つ
き
、
ま
た
、
学
校
は
、
教
育
管
理
責

任
に
基
づ
き
、
学
校
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
損

害
を
填
補
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
形
を
採
っ
た
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
被
害
を
被
っ
た
被
害
者
が
最
終
的
に
法
的
救
済
を
受
け
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ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
間
の
債
権
債
務
関
係
は
消
滅
す
る
こ
と

と
な
る
。
学
校
と
法
定
監
護
人
の
責
任
関
係
は
不
真
正
連
帯
債
務
の
関

係
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
　
若
干
の
考
察

　

未
成
年
者
は
、
年
齢
と
神
智
と
い
う
無
邪
気
な
本
性
の
た
め
、
自
己

の
行
為
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と
い
う
一
般
的
特
性
が
あ
る
。
学

校
が
綿
密
な
注
意
を
与
え
た
と
し
て
も
、
完
全
に
事
件
を
阻
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
学
校

の
不
法
行
為
に
よ
る
事
件
の
中
に
公
平
責
任
を
織
り
込
ま
な
け
れ
ば
、

と
り
わ
け
、
第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
事
件
の
場
合
、
未
成
年
者
は
学

校
の
教
育
管
理
の
下
に
お
け
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
確
か
に
未
成
年
者
た
る
被
害
者
は
第
三
者
の
弁
償
に
よ
っ
て
救

済
を
得
ら
れ
る
法
的
立
場
に
あ
る
と
し
て
も
、
賠
償
能
力
を
有
し
な
い

第
三
者
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
未
成
年
者
の
事
件
の
場
合
に
お
い
て

も
、
合
理
的
に
救
済
措
置
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
か
よ
う
な
場
合
に
は
、
学
校
が
教
育
管
理
責

任
を
果
た
し
た
と
主
張
し
て
も
、
未
成
年
者
の
被
害
と
の
間
に
い
か
な

る
間
接
的
な
因
果
関
係
も
絶
対
に
有
し
な
い
と
し
て
、
責
任
を
否
定
す

る
こ
と
を
正
当
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
際
、
や
は
り
、
公
平
責

任
に
則
っ
て
、
学
校
が
被
害
を
受
け
た
未
成
年
者
に
相
当
な
弁
償
を
与

え
る
こ
と
が
、
不
法
行
為
制
度
の
理
念
に
合
致
す
る
こ
と
と
な
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
学
校
不
法
行
為
事
件
と
し
て
、「
い
じ
め
」
に
よ
る
生
徒
間

の
不
法
行
為
も
、
今
な
お
、
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
こ
と
が
跡
を
絶
た
な

い
。
こ
の
種
の
不
法
行
為
の
場
合
に
、
教
育
管
理
責
任
を
負
う
学
校
と

加
害
行
為
を
行
な
っ
た
生
徒
の
法
定
監
護
人
と
が
、
被
害
者
に
対
し
て

不
真
正
連
帯
債
務
を
負
う
関
係
に
あ
る
と
し
て
も
、
損
害
賠
償
後
に
お

け
る
求
償
関
係
に
お
い
て
、
い
か
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か

に
つ
い
て
、
中
国
法
に
お
け
る
対
応
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

中
国
法
の
現
代
化
が
益
々
推
進
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
多
く
の
内
容

が
日
本
法
へ
も
接
近
し
つ
つ
あ
る
傾
向
に
鑑
み
て
、
中
国
法
の
動
向

は
、
今
や
、
日
本
法
に
と
っ
て
、
決
し
て
他
山
の
石
と
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

（
じ
ょ
・
ず
い
せ
い　

東
洋
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
）
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